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　みずほ銀行が東京都目黒区で建設を進めてきた「みずほ中目黒スクエア」が完成
した。銀行の基幹システムを支えるＩＴ人材が働く拠点として、長く事務センター
があった場所に新たに建設した。緊急事態が発生した時にも事業継続が可能となる
よう、耐震性を確保して停電リスクにも対応できるようにしている。歴史と新しさ
を併せ持つ街の特性も生かしながら、ＩＴ部門に期待される業務を担い、地域にも
親しまれ愛される拠点に育てていきたいとしている。

　「みずほ中目黒スクエア」が年１
月に竣工しました。年にわたり事務セ
ンターが立地した〈みずほ〉ゆかりの地
に建築されたこの建物は、〈みずほ〉の
基幹システム等を支えるＩＴ人材の働く
拠点となります。
　みずほ銀行では、年４月のみずほリ
サーチ＆テクノロジーズとの統合に向け
検討を開始しており、ＩＴ人材が「ＩＴ
企画、要件定義、プロジェクトマネジメ
ント（上流）」から「設計、開発、テス
ト（下流）」まで、一気通貫で開発業務
に取り組めるよう、環境整備を進めてい
ます。この建物はその一翼を担う拠点と
なります。
　緊急事態発生時においても事業継続が
可能となる耐震性の確保や停電リスクへ
の対応はもとより、社員のエンゲージメ

ント、社内外コミュニケーション向上を
意識し設計・施工者の協力のもと構築し
ました（例えば、緑化テラス・多目的フ
ロア・偶発的な出会いを企図した執務空
間を結ぶ屋内階段・社員の意見を取り込
んだじゅう器等設置）。また、「歴史と
新しさを織りなす」地域特性が、「銀行
のレガシー業務でありながら、最新の技
術や創造性を駆使し新たな付加価値を創
出する」ＩＴ部門の業務特性とマッチし、
社員の創造性とモチベーションを刺激
し、お客さまサービスの一層の向上へと
つながることも期待しています。
　〈みずほ〉は、お客さまにとって最も
便利で安心なパートナーとなることを目
標に掲げており、この拠点が周辺住民の
皆さまにも親しまれ愛されるよう、とも
に挑み続けていきたいと考えています。
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　立体交差点に面する計画地周辺では昔ながらの趣のある
寺社や船着場を残しつつ、駅周りで広がる再開発により街
並みににぎわいを見せています。国内最古の歴史のある金
融機関から新しい拠点に期待された変革への意識を引き継
ぐためには、この場所性に呼応するように古き良き日本建
築を尊重し、現代版の建築技法として再編成することがふ
さわしいと考えました。

　外装は積層する庇（ひさし）のように連続する溝形ＰＣ
ａ（プレキャスト）壁で重みのある影をつくり、薄い障子
を模したガラスを互い違いに面落ちさせて並べることで、
明暗による奥ゆかしさを印象づけました。ガラスの間に設
けた自然換気装置から取り込む外気により、障子を透した
ような自然光と相まって室内空間を快適に包んでいます。
窓際のＣＦＴ柱は細く分割することで繊細なスケールに落
とし、事務室の中に縁側のような落ち着きのある居場所を
つくり出しています。
　エントランスでは暗がりのあるピロティを通り抜けた先
に奥庭を配置することで、中に入るほど明るく広がる情景
を展開し、精神を研ぎ澄ますような空間としました。その動
線を紡ぐように、よろい張りの外装材をまとったボリュー
ムの間を回遊する計画とすることで、日本庭園のように品
格と期待感のある場を生み出しています。
　大成建設株式会社　設計本部　建築設計第一部

　シニアアーキテクト　大塚隆光

エントランス

■工事名称：みずほ銀行中目黒センター建替計画
■発　注　者：株式会社みずほ銀行
■所　在　地：東京都目黒区上目黒２－９－５他
■工事監理：大成建設株式会社工事監理一級建築事

務所
■設　　計：大成建設株式会社一級建築士事務所
■施　　工：大成建設株式会社東京支店
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造・ＳＲＣ造・Ｓ造（ＣＦＴ造）
■階　　数：高層工区地下１階地上階塔屋２階、

低層工区地下１階地上４階
■主要用途：事務所
■工　　期：年９月１日～年１月日
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